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平成29年度初期集中支援事業の作業工程①
•どの様な広報をどのくらい実施するか１　広報活動

•どのような属性・地域を対象とするか２　対象者の選定

•どのような方法で「選定」選定するか３　対象者の把握

•どのような頻度で行い、各会議にどのような職種が参加したか（いつどのくらい開催したか、
なぜその会議が必要であったか）

４　初回家庭訪問の実施

（情報収集、アセスメント、初回支援）

•誰が情報収集を行い、どのような対象者に支援を行ったか（アセスメントデータをきちんと収
集する）５　チーム員会議の開催

•支援提供期間、訪問回数、訪問職種、訪問内容
６　初期集中支援の実施

•医療／介護サービスにつながったか、どのくらいかかったか
•認知症診断をどのくらいうけたか、どのくらいかかったか７　サービス提供機関への引継ぎ（医療・介護等）

•モニタリング期間・実施回数
•モニタリング結果（適切／不適切の判断とその理由）８　引継ぎのモニタリング

•認知症初期集中支援チーム検討委員会９　評価
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初期集中支援チーム検討委員会について

•検討委員会の役割は、支援チームの設置や活動状況について検討
し、地域の関係機関や関係団体と、一体的に当該事業を推進してい
くための合意が得られる場となるよう努めることにある。

○委員会の内容
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認知症初期集中支援チーム検討委員会の
役割について

●検討委員会では、初期集中支援チームが行う業務の評価を行って意見を述
べ、適切、公正かつ中立な運営の確保を目指す役割が求められている。

●評価結果を次年度の事業に反映したり、よりよい取り組みを関係機関に拡大
したり、各機関に必要な支援を提言及び実施したりすることが期待される。

●市町村が地域包括支援センターに提示した業務の実施方針に基づいて事業
が適切に実施されているかどうかについても評価し、不十分な点などがあれば、
その改善の方策を探ることが必要となる。
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認知症初期集中支援チーム検討委員会の
評価の視点
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①初期集中支援チームがどのような目標を持って業務に取り組んだのか

• ケースの目標
• 目標に対する支援内容（関わった職種・内容・頻度・時期など）

②どのような成果を得たか、あるいはどのような課題が残されたかを互い

に協力して明らかにすることが重要

• 個別ケースを通しての成果
• 残された課題（個別ケースの課題、地域の課題など）


